
環境リモートセンシング研究センター教員会議（第３回）議事要旨 

 

１．日 時  平成２９年６月１５日（木）１６：３０～１８：１５ 

２．場 所  環境リモートセンシング研究センター会議室（１階） 

３．出席者  安岡センター長、久世教授、市井教授、近藤教授、ヨサファット教授、 

入江准教授、樋口准教授、本郷准教授、本多准教授、梶原講師、齋藤助教、 

土屋事務センター長 

  ｵブザーバー  楊特任助教 

 

４．教員会議(平成２９年度第２回)議事要旨について 

  原案どおり承認された。 

 
５．議   題 （審議事項） 
 （１）平成２９年度予算配分（案）について 
    久世教授から資料１に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 
     
 （２）研究生の受入れについて 

近藤教授、楊特任助教、ヨサファット教授から資料２に基づき説明があり、審議の結果、 
承認された。 

 
（３）「国立大学法人千葉大学における研究活動の適正推進及び研究活動上の不正行為への対応 

に関する規程」の一部改正に伴う「研究資料等の保存期間の取扱い」に関する事前協議 
について 
梶原講師より資料３に基づき説明があり、審議が行われ、特段の事情がある場合の特例
申請に対する事前協議については、該当なしとの結論に至った。また、将来に向けて、
保存期間に関するセンター内規案について、話し合われた。 
 

（５）その他 
    特になし。 
 
６．報告事項 
 （１）大学運営会議（5/25）について 
    安岡センター長から、資料４に基づき説明があった。 

・キャンパスマスタープランの改訂について 
・大規模地震に備えた実験器具等の転倒防止について 
・本学ウェブメールのアップグレード要求を偽装したフィッシングメールについて 他 

 
（２）教育研究評議会（6/8）について 

    安岡センター長から、資料５に基づき説明があった。 
    ・平成２８事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）について 

・千葉大学特命教授等称号付与規程（案）の制定等について  他 
 
 （３）大学運営会議（6/8）について 
    安岡センター長から、資料６に基づき説明があった。 

・文部科学省関係機関最高情報セキュリティ責任者会議について 他 
 
（４）国立大学附置研究所・センター長会議（5/25～5/26）について 

    久世教授から、資料７基づき説明があった。 
 
 （５）教員の海外渡航について  
    安岡センター長から、資料８に基づき説明があった。 
 
 
 
 



 （６）その他 
  ○ 省エネリーダー会議（6/14）について 

  梶原講師から、追加資料に基づき説明があり、省エネ対策について話し合われた。 
 
○ 各種委員会等報告 
 予算委員会 

特になし。 
 

 共同利用研究推進委員会 
  本郷准教授から、平成２９年度共同利用研究の配分予算案について説明があった。 
  共同利用研究の研究成果として発表された論文等について、本センターを利用した旨を 

明記してもらうようお願いがあった。 
 
 広報委員会  

ヨサファット教授から、年報およびCEReSニュースの作成について、協力依頼があった。 
また、6/12の記者発表について報告があり、感謝の意が述べられた。 
 

 施設委員会 
特になし。 

   
 計算機及びデータベース委員会 

  樋口准教授から、6/15に開催された情報セキュリティにおける部局内研修について報告
があった。また、今後の研修について、協力依頼があった。 

 
 中期計画推進委員会 
 特になし。 
 
 自己点検・評価委員会  

  安岡センター長から、科研費の勉強会についてなどの説明があった。 
   
 教育委員会 
 近藤教授から、6/10に開催された入試説明会について報告があり、感謝の意が述べられ
た。大学院生の募集について、協力依頼があった。 
 
 学術推進企画小委員会 
特になし。 
  

７．連絡事項 
（１）文部科学省・坂本課長来訪について 

事務から、資料１０に基づき説明があった。 

 
（２）夏季キャンパス・クリーン活動の実施について 

事務から、資料１１に基づき説明があり、実施日時について決定した。 

 
（３）協力研究員受入に係る申合せについて 

事務から、資料１２に基づき説明があった。 

 
（４）謝金について  

事務から、資料１３に基づき説明があった。 
 

（５）その他 
○ 拠点運営委員会（7/7）について 

安岡センター長から、7/7に開催予定の拠点運営委員会について説明があり、プレゼン
等についての依頼があった。 

                  以上 


